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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第52期
第１四半期
連結累計期間

第53期
第１四半期
連結累計期間

第52期

会計期間
自　平成23年３月１日
至　平成23年５月31日

自　平成24年３月１日
至　平成24年５月31日

自　平成23年３月１日
至　平成24年２月29日

売上高 (百万円) 29,816 35,025 127,068

経常利益 (百万円) 1,354 1,651 6,696

四半期(当期)純利益
又は四半期純損失(△)

(百万円) △266 899 1,960

四半期包括利益
又は包括利益

(百万円) △269 892 1,956

純資産額 (百万円) 54,866 56,122 56,185

総資産額 (百万円) 74,368 77,987 78,505

１株当たり四半期(当期)
純利益金額又は１株当たり
四半期純損失金額(△)

(円) △6.99 23.53 51.30

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― 23.52 51.21

自己資本比率 (％) 73.71 71.84 71.45

(注)　１ 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

 ２ 売上高には、消費税等は含まれておりません。

 ３ 第52期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在

するものの、１株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。

 ４ 第52期第１四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」(企

業会計基準第25号  平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社及び当社の関係会社が営む事業の内容に重要な変更はありま

せん。

　また、主要な関係会社の異動もありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績の分析

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災からの復興需要等もあり緩やかに回

復しつつあるものの、欧州債務危機を背景とする海外景気の減速等、先行き不透明な状況が続きました。

  当外食産業におきましては、昨年３月の震災の影響の反動もあり、個人消費が緩やかに増加する等、総

じて回復基調のもと推移いたしました。

  このような状況の中、当社グループにおきましては、さらに幅広い層のお客様にご支持いただけるよう

商品力の強化を図ると共に、引き続き店舗のＱＳＣ(品質、接客、清潔感)向上に努めました。

  店舗展開につきましては、出店余地が大きい近畿・東海エリアを中心に新規出店を32店舗、退店を11店

舗行い、店舗数は2,803店舗となりました。また、改装・移転につきましては、24店舗実施いたしました。

  以上の結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は、350億25百万円(前年同期比17.5％増)、営業利益は

15億54百万円(前年同期比31.5％増)、経常利益は16億51百万円(前年同期比21.9％増)、四半期純利益は８

億99百万円(前年同期は２億66百万円の四半期純損失)となりました。売上高につきましては、既存店売上

高が昨年度の震災の影響による消費の冷え込みから回復したことに加えて、新規出店により店舗数が増

加したため、前年同期実績を大きく上回りました。営業利益、経常利益につきましては、仕入れコストの増

加等があったものの、売上高の増加により前年同期実績を上回りました。なお、四半期純利益につきまし

ては、前年同期に資産除去債務に関する会計基準の適用に伴う特別損失を計上したこともあり、大幅な増

加となりました。

　
セグメントの業績は次のとおりであります。

  なお、当第１四半期連結累計期間より、従来の商品の提供スタイルや内容等で区分していた報告セグメ

ントを、セグメント情報の利用者にとって明瞭で有用な情報開示を目的に、「ほっともっと」・「やよい

軒」・「しゃぶしゃぶダイニングＭＫ」の３ブランドによる事業展開に合わせて「ほっともっと事

業」、「やよい軒事業」及び「しゃぶしゃぶダイニングＭＫ事業」へと変更いたしました。この結果、

「持ち帰り弁当事業」を「ほっともっと事業」に、「定食事業」を「やよい軒事業」に、「その他」から

「しゃぶしゃぶダイニングＭＫ事業」に係るものを区分掲記するように変更いたしました。

以上により、各セグメントの業績の前年同期比較は、前年同期実績を変更後の報告セグメントに組替え

たうえで計算しています。

　
①ほっともっと事業
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「幕の内弁当」等の定番商品を、さらに幅広い層のお客様にご利用いただくことを目指し、「幕の内弁

当炊き込みごはん無料変更サービス」を実施すると共に、女性やヘルシー志向のお客様のニーズに対応

した「花・幕の内弁当」を発売いたしました。さらに、一部商品の価格の見直しや、「塩から揚弁当」を

改めてお客様に訴求することを目的としたキャンペーンの実施等、定番商品の強化に努めました。これら

のことにより、既存店売上高は、前年同期比108.3％となりました。

  店舗展開につきましては、出店余地が大きい近畿・東海エリアを中心に、新規出店を25店舗行うと共

に、不採算店舗の退店を９店舗行った結果、店舗数は16店舗増加し、2,582店舗となりました。改装・移転

につきましては、22店舗実施いたしました。

  以上の結果、売上高は、293億26百万円(前年同期比17.3％増)、営業利益は13億73百万円(前年同期比

32.5％増)となりました。

　
②やよい軒事業

食材や商品のボリュームにこだわったメニューをご提供すると共に、季節感を取り入れたメニューを

発売することにより、お客様の満足度を高めて、他店との差別化を図りました。また、テレビＣＭを放映し

「やよい軒」の認知度を高めて新規顧客の獲得を図ると共に、キャンペーンを効果的に実施し、お客様の

来店促進を図りました。

  これらのことにより、既存店売上高は、前年同期比103.8％となりました。

  店舗数につきましては、新規出店を６店舗行い、196店舗となりました。なお、改装を２店舗実施いたし

ました。

  以上の結果、売上高は49億59百万円(前年同期比17.8％増)、営業利益は２億10百万円(前年同期比5.3％

増)となりました。

　
③しゃぶしゃぶダイニングＭＫ事業

季節に合わせたメニューを発売し、メニューの幅を広げると共に、カード会員向けに販売促進活動を行

う等、既存顧客の来店促進を図りました。また、店舗のＱＳＣのさらなる向上に努めた結果、既存店売上高

は、前年同期比103.8％となりました。

  店舗数につきましては、新規出店を１店舗行い、25店舗となりました。

  以上の結果、売上高は７億37百万円(前年同期比28.7％増)、営業利益は５百万円(前年同期は37百万円

の営業損失)となりました。

　
④その他

報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、飲食に関する事業であります。売上高は２百万円

(前年同期比87.9％減)、営業損失は２百万円(前年同期は２百万円の営業利益)となりました。

　
(2) 財政状態の分析

  当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ５億18百万円減少し、779億

87百万円となりました。内訳は、流動資産が11億19百万円減少したこと及び固定資産が６億円増加したこ

とであります。流動資産の減少は、現金及び預金が14億55百万円減少したこと、受取手形及び売掛金が１

億48百万円減少したこと、未収入金が２億４百万円減少したこと、商品及び製品が４億83百万円増加した

こと、前払費用が１億27百万円増加したことなどによるものです。また、固定資産の増加は、主に、有形固

定資産が４億58百万円増加したこと及び差入保証金が１億32百万円増加したことなどによるものです。

  負債は、前連結会計年度末に比べ４億55百万円減少し、218億64百万円となりました。内訳は、流動負債

が５億19百万円減少したこと及び固定負債が63百万円増加したことであります。流動負債の減少は、支払
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手形及び買掛金が４億13百万円増加したこと、賞与引当金が３億72百万円増加したこと、未払法人税等が

８億58百万円減少したこと、預り金が３億76百万円減少したことなどによるものです。また、固定負債の

増加は、資産除去債務が71百万円増加したことなどによるものです。

  純資産は、前連結会計年度末に比べ62百万円減少し、561億22百万円となりました。これは、利益剰余金

が四半期純利益により８億99百万円増加し、剰余金の配当により９億55百万円減少したことなどによる

ものです。

　

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について、重要な変更はありませ

ん。

　

(4) 研究開発活動

特記すべき事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 92,568,000

計 92,568,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間末現在

発行数(株)
(平成24年５月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成24年７月13日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 44,392,680 44,392,680
東京証券取引所
(市場第一部)

単元株式数
100株

計 44,392,680 44,392,680 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成24年３月１日～
平成24年５月31日

― 44,392 ― 3,461 ― 3,881

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成24年２月29日)に基づく株主名簿による記載

をしております。

① 【発行済株式】

平成24年５月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

―
権利内容に何ら限定のない当社
における標準となる株式普通株式 6,182,400

完全議決権株式(その他) 普通株式 38,165,400 381,654 同上

単元未満株式(注) 普通株式 44,880 ― 同上

発行済株式総数 44,392,680― ―

総株主の議決権 ― 381,654 ―

(注)　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式80株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成24年５月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社プレナス

福岡市博多区上牟田
１丁目19番21号

6,182,400 ― 6,182,40013.93

計 ― 6,182,400 ― 6,182,40013.93

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結会計期間(平成24年３月１

日から平成24年５月31日まで)及び当第１四半期連結累計期間(平成24年３月１日から平成24年５月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けておりま

す。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成24年２月29日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年５月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 22,805 21,349

受取手形及び売掛金 3,058 2,909

商品及び製品 4,839 5,322

原材料及び貯蔵品 91 119

その他 2,781 2,743

貸倒引当金 △500 △489

流動資産合計 33,074 31,955

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 21,801 21,958

土地 7,188 7,188

その他（純額） 2,164 2,465

有形固定資産合計 31,155 31,613

無形固定資産 494 493

投資その他の資産

差入保証金 6,446 6,579

その他 7,354 7,364

貸倒引当金 △19 △18

投資その他の資産合計 13,781 13,925

固定資産合計 45,431 46,031

資産合計 78,505 77,987

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 5,019 5,433

未払法人税等 1,611 752

賞与引当金 284 657

ポイント引当金 82 86

株主優待引当金 120 82

資産除去債務 8 2

その他 7,176 6,769

流動負債合計 14,303 13,783

固定負債

資産除去債務 3,550 3,622

その他 4,466 4,458

固定負債合計 8,017 8,080

負債合計 22,320 21,864
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成24年２月29日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年５月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 3,461 3,461

資本剰余金 4,922 4,922

利益剰余金 59,771 59,715

自己株式 △12,050 △12,050

株主資本合計 56,104 56,048

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △16 △22

その他の包括利益累計額合計 △16 △22

新株予約権 96 96

純資産合計 56,185 56,122

負債純資産合計 78,505 77,987
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成23年３月１日
　至 平成23年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成24年３月１日
　至 平成24年５月31日)

売上高 29,816 35,025

売上原価 14,075 16,835

売上総利益 15,741 18,190

販売費及び一般管理費 14,558 16,635

営業利益 1,182 1,554

営業外収益

受取利息 18 17

受取配当金 0 0

固定資産賃貸料 38 36

補助金収入 17 13

受取補償金 92 11

持分法による投資利益 2 0

その他 34 44

営業外収益合計 204 125

営業外費用

固定資産賃貸費用 15 13

賃貸借契約解約損 8 0

その他 8 14

営業外費用合計 32 29

経常利益 1,354 1,651

特別利益

固定資産売却益 7 0

貸倒引当金戻入額 0 －

災害見舞金受取額 200 －

特別利益合計 208 0

特別損失

固定資産処分損 43 16

減損損失 － 1

災害義援金等 74 20

災害による損失 201 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 1,643 －

その他 0 1

特別損失合計 1,963 38

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△400 1,613

法人税等 △133 713

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△266 899

四半期純利益又は四半期純損失（△） △266 899
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成23年３月１日
　至 平成23年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成24年３月１日
　至 平成24年５月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△266 899

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △2 △6

その他の包括利益合計 △2 △6

四半期包括利益 △269 892

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △269 892

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第１四半期連結累計期間
(自  平成24年３月１日  至  平成24年５月31日)

  税金費用の計算

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失に当該見積実効税率を乗

じて計算する方法を採用しております。

　

【追加情報】

当第１四半期連結累計期間
(自  平成24年３月１日  至  平成24年５月31日)

(会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用)

当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及

び誤謬の訂正に関する会計基準」(企業会計基準第24号  平成21年12月４日)及び「会計上の変更及び誤謬の訂正

に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第24号  平成21年12月４日)を適用しております。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

前連結会計年度
(平成24年２月29日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年５月31日)

偶発債務

　(1) 保証債務

    加盟店等 　 　 135百万円　
     (当社指定業者からの仕入等の債務保証)

  当社従業員 　 11百万円　
     (銀行借入債務保証)

  (2) 訴訟等

  当社は、過去に㈱ほっかほっか亭総本部との間

で締結していた「ほっかほっか亭」地域本部・地

区本部契約について、契約違反等があった旨を主

張され、平成20年12月16日、同社より損害賠償請求

訴訟を東京地方裁判所において提訴(損害賠償請

求金額：105億96百万円)されましたが、平成22年

５月11日に東京地方裁判所より、当社の主張を全

面的に認め、原告の請求を棄却する当社の全面勝

訴の判決が言い渡されました。同社はこの判決を

不服として、平成22年５月25日、東京高等裁判所に

控訴(損害賠償請求金額：23億26百万円に減縮)し

ており、現在係争中であります。

 

偶発債務

  (1) 保証債務

　    加盟店等 　 152百万円　
     (当社指定業者からの仕入等の債務保証)

　    当社従業員 　 2百万円　
     (銀行借入債務保証)

  (2) 訴訟等

同左
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

  当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１

四半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

前第１四半期連結累計期間
(自  平成23年３月１日 
  至  平成23年５月31日)

当第１四半期連結累計期間 
(自  平成24年３月１日
  至  平成24年５月31日)

減価償却費 934百万円 減価償却費 1,000百万円

　

(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自  平成23年３月１日  至  平成23年５月31日)

  １ 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年１月14日
取締役会

普通株式 993 26.00平成23年２月28日 平成23年４月28日 利益剰余金

　

  ２ 基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

      該当事項はありません。

　
当第１四半期連結累計期間(自  平成24年３月１日  至  平成24年５月31日)

  １ 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年１月23日
取締役会

普通株式 955 25.00平成24年２月29日 平成24年４月27日 利益剰余金

　

  ２ 基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

      該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自  平成23年３月１日  至  平成23年５月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 (単位：百万円)

　

報告セグメント
その他
(注)１

計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

ほっともっ
と事業

やよい軒事
業

しゃぶしゃ
ぶダイニン
グＭＫ事業

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

 (1) 外部顧客に
     対する売上高

(その他営業収入
を含む)

25,0114,210 572 29,794 22 29,816 ― 29,816

 (2) セグメント間の内部
     売上高又は振替高

― ― 0 0 ― 0 △0 ―

計 25,0114,210 572 29,794 22 29,816 △0 29,816

セグメント利益又は損失
(△)

1,035 199 △37 1,198 2 1,200 △18 1,182

(注)　１ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、飲食に関する事業であります。

 ２  セグメント利益又は損失の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。

 ３  セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

　

Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自  平成24年３月１日  至  平成24年５月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 (単位：百万円)

　

報告セグメント
その他
(注)１

計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

ほっともっ
と事業

やよい軒事
業

しゃぶしゃ
ぶダイニン
グＭＫ事業

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

 (1) 外部顧客に
     対する売上高

(その他営業収入
を含む)

29,3264,959 737 35,023 2 35,025 ― 35,025

 (2) セグメント間の内部
     売上高又は振替高

― ― ― ― ― ― ― ―

計 29,3264,959 737 35,023 2 35,025 ― 35,025

セグメント利益又は損失
(△)

1,373 210 5 1,588 △2 1,586 △31 1,554

(注)　１ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、飲食に関する事業であります。

 ２  セグメント利益又は損失の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。

 ３  セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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２．報告セグメントの変更等に関する事項

当第１四半期連結累計期間より、従来の商品の提供スタイルや内容等で区分していた報告セグメントを、

セグメント情報の利用者にとって明瞭で有用な情報開示を目的に、「ほっともっと」・「やよい軒」・

「しゃぶしゃぶダイニングＭＫ」の３ブランドによる事業展開に合わせて「ほっともっと事業」、「やよ

い軒事業」及び「しゃぶしゃぶダイニングＭＫ事業」へと変更いたしました。この結果、「持ち帰り弁当事

業」を「ほっともっと事業」に、「定食事業」を「やよい軒事業」に、「その他」から「しゃぶしゃぶダイ

ニングＭＫ事業」に係るものを区分掲記するように変更いたしました。

なお、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報は、当第１四半期連結累計期間の報告セグメントの区

分に基づき作成したものを開示しております。

　

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整

後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成23年３月１日
至  平成23年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成24年３月１日
至  平成24年５月31日)

(１) １株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期
純損失金額(△)

△6円99銭 23円53銭

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額又は四半期純損失金額(△)(百万円) △266 899

普通株主に帰属しない金額 ― ─

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純損失金
額(△)(百万円)

△266 899

普通株式の期中平均株式数(千株) 38,210 38,210

(２) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ─ 23円52銭

四半期純利益調整額(百万円) ─ ─

普通株式増加数(千株) ─ 21

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり四
半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前連結
会計年度末から重要な変動があったものの概要

─ ─

(注) 前第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在

するものの、１株当たり四半期純損失金額であるため記載しておりません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年７月６日

株式会社プレナス

取締役会  御中

　

有限責任監査法人　ト　ー　マ　ツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    白    水    一    信    印

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    松    嶋       敦       印
　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    甲    斐    祐    二    印

  

  当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株

式会社プレナスの平成２４年３月１日から平成２５年２月２８日までの連結会計年度の第１四半期連結会計

期間（平成２４年３月１日から平成２４年５月３１日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成２４年３月

１日から平成２４年５月３１日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期

連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

  経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して

四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな

い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する

ことが含まれる。

　
監査人の責任

  当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸

表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ

ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

  四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施

される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において

一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手

続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論

  当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社プレナス及び連結子会社の平成２４

年５月３１日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示し

ていないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
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利害関係

  会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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